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As舗装

舗装打換え・橋面防水工

区画線工

伸縮装置

伸縮装置取替え工

伸縮装置

伸縮装置取替え工

As舗装

舗装打換え・橋面防水工

区画線工

排水装置

排水装置設置工排水装置

排水装置設置工

かじか沢橋　補修一般図 S=1:100(S=1:200)

分類 項目 内容

共通

架設年次 1964年（昭和39年）1月

路線名称 伊豆スカイライン

架橋位置 伊豆市冷川

交差物件
不明河川

伊豆市道

設計基準 鋼道路橋示方書（昭和31年）

上部工

上部工形式
単純PCポストテンション方式T桁橋

単純PCプレテンション方式床版橋

橋長 31.420 m

桁長 24.000 m + 7.500 m

支間長 23.240 m + 7.200 m

全幅員 7.900 m

有効幅員 7.100 m

斜角

A1橋台…62°40′0″

P1橋脚…78°0′0″

A2橋台…82°38′0″

設計活荷重 TL-20（1等橋）

支承（A1-P1） 鋼線支承

支承（P1-A2） ゴム支承

下部工

下部工形式
橋台…半重力式橋台

橋脚…壁式橋脚

基礎工形式
橋台…直接基礎

橋脚…直接基礎

支持層 不明

側 面 図
至 天城高原至 熱海峠

橋長 31420

50 桁長24000 40 桁長 7500 50

150 支間長 7200 150460 支間長 23240 300

A2

P1

F

M

A1

4.88%

A1-P1上部工

断面修復工（左官工法）

ひびわれ補修工（注入工法）

表面保護工（表面含浸工法）

P1橋脚

断面修復工（左官工法）

ひびわれ補修工（注入工法）

A2橋台

断面修復工（左官工法）

ひびわれ補修工（注入工法）

P1-A2上部工

断面修復工（左官工法）

表面保護工（表面含浸工法）

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）

実施

上　流下　流

標準横断図 S = 1 : 50 (S=1:100) 

中間部支点上
7900

400 7100 400

4@1400=5600

7900

400 7100 400

22@339.5=7470

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G23

4.23%

4.23%

As舗装

舗装打換え・橋面防水工

区画線工

地覆

断面修復工（左官工法）

水切り設置工

As舗装

舗装打換え・橋面防水工

区画線工

地覆

断面修復工（左官工法）

水切り設置工

図　示
( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 1

かじか沢橋　補修一般図

伊豆市冷川 地内

mailto:22@339.5


G2

G1

G3

G4

G5

断面修復工(鉄筋防食含む)
200×100

51

桁長24000

桁長 7500

4
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0

22@349=7678

4@4723=22892

S1

C1
C2

C3 S2

断面修復工(鉄筋防食含む)
200×100

52

14
100×300

排水管
排水装置設置工

6

S3

S4

A1

P1 A2

断面修復工(鉄筋防食含む)
50×150

44

断面修復工(鉄筋防食含む)
100×250

45断面修復工(鉄筋防食含まない)
800×150

30

排水管 4

G
1
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G
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7
G
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9
G10 G11G12 G13G14 G15G16 G17G18 G19G20 G21G22 G23

断面修復工(鉄筋防食含む)
100×100

46

上部工補修図（1）S=1:50(S=1:100)

A1～P1床版下面

排水装置設置工

断面修復工(鉄筋防食含まない)

表示

断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む)

断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない)

補修の種類

凡  例

16
500×100

5500×200
23

600×200
22

1000×100
27 断面修復工(鉄筋防食含む)

断面修復工(鉄筋防食含む）

断面修復工(鉄筋防食含む）

断面修復工(鉄筋防食含む）

注記）・施工に当たっては、施工箇所、施工範囲、施工深さを

　　　　再度現地計測の上決定のこと。

　　　・図面に表されていない損傷を確認した場合は、補修対象と

　　　　するか監督員と協議すること。

　　　

図　示
( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 2

上部工補修図（1）

伊豆市冷川 地内

1000×100
36断面修復工(鉄筋防食含まない)

令和４年度

伊豆スカイライン

橋梁補修工事（その２）

実施



23790

下流側

Ｇ　１

上流側

下流側
Ｇ　３

下流側

Ｇ　４

下流側

Ｇ　５

上流側

上流側

上流側

断面修復工(鉄筋防食含む)
100×100,n=2

64断面修復工(鉄筋防食含む）
200×100

63 断面修復工(鉄筋防食含む）
300×300

62

断面修復工(鉄筋防食含む)
100×100

68

断面修復工(鉄筋防食含む)
100×250

65

61 断面修復工(鉄筋防食含む）
300×300

断面修復工(鉄筋防食含む)
100×100,n=2

69

断面修復工(鉄筋防食含む)
150×150

67

断面修復工(鉄筋防食含む)
100×100

66

断面修復工(鉄筋防食含む)
100×100,n=3

70 71 断面修復工(鉄筋防食含む）
300×300

上部工補修図（2）S=1:50(S=1:100)

A1～P1主桁側面

A1 P1

注記）・施工に当たっては、施工箇所、施工範囲、施工深さを

　　　　再度現地計測の上決定のこと。

　　　・図面に表されていない損傷を確認した場合は、補修対象と

　　　　するか監督員と協議すること。

　　　

表示

断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む)

断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない)

補修の種類

凡  例

図　示
( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 3

上部工補修図（2）

伊豆市冷川 地内

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）

実施



Ｐ１側

Ｓ　１

Ａ１側

Ｐ１側

Ａ１側

Ｐ１側

Ａ１側

Ｐ１側

Ａ１側

Ｃ　１

Ｃ　２

Ｃ　３

Ｓ　２

G2G1 G3 G4 G5

断面修復工(鉄筋防食含む)
100×100

77

断面修復工(鉄筋防食含む)
100×300

79

ひびわれ補修工
w0.4×800

75ひびわれ補修工
w0.3×500

74断面修復工(鉄筋防食含む)
100×100

73

ひびわれ補修工
w0.4×800

76

ひびわれ補修工
w0.4×600

72

断面修復工(鉄筋防食含まない)
300×200

80

G2G1 G3 G4 G5

G2G1 G3 G4 G5

G2G1 G3 G4 G5

上部工補修図（3）S=1:50(S=1:100)

A1～P1横桁正面

上部工補修工法一覧表１ (A1～P1)

4 A1下流側張出床版排水装置 排水装置設置工 - - - 1

6 P1下流側張出床版排水装置 排水装置設置工 - - - 1

14 G1-G2間床版下面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない) 100 300 30 1

16 G1-G2間床版下面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 500 100 50 1

22 G2-G3間床版下面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 600 200 50 1

23 G2-G3間床版下面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 5500 200 50 1

27 G3-G4間床版下面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 1000 100 50 1

30 G3-G4間床版下面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない) 800 150 30 1

36 G3-G4間床版下面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない) 1000 100 30 1

44 G4-G5間床版下面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 50 150 50 1

45 G4-G5間床版下面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 250 50 1

46 上流側張出床版下面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 100 50 1

51 上流側張出床版下面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 200 100 50 1

52 上流側張出床版下面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 200 100 50 1

61 G1主桁側面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 300 300 50 1

62 G1主桁側面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 200 100 50 1

63 G1主桁側面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 300 300 50 1

64 G1主桁側面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 100 50 2

65 G1主桁側面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 250 50 1

66 G3主桁側面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 100 50 1

67 G4主桁側面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 150 150 50 1

68 G4主桁側面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 100 50 1

69 G5主桁側面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 100 50 2

70 G5主桁側面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 100 50 3

71 G5主桁側面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 300 300 50 1

72 C1横桁正面 ひびわれ補修工 0.40 600 100 1

73 C1横桁正面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 100 50 1

74 C1横桁正面 ひびわれ補修工 0.30 500 100 1

75 C1横桁正面 ひびわれ補修工 0.40 800 100 1

76 C2横桁正面 ひびわれ補修工 0.40 800 100 1

77 C3横桁正面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 100 50 1

79 C3横桁正面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 300 50 1

上部工補修工法一覧表２ (P1～A2)

80 G22主桁小口面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない) 300 200 1

損傷位置 補修工法 幅B(mm) 長さL(mm) 深さt(mm) 箇所数

損傷位置 補修工法 幅B(mm) 長さL(mm) 深さt(mm) 箇所数

表示

断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む)

断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない)

補修の種類

凡  例

ひびわれ補修工

注記）・施工に当たっては、施工箇所、施工範囲、施工深さを

　　　　再度現地計測の上決定のこと。

　　　・図面に表されていない損傷を確認した場合は、補修対象と

　　　　するか監督員と協議すること。

　　　

30

図　示
( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 4

上部工補修図（3）

伊豆市冷川 地内

令和４年度

伊豆スカイライン

橋梁補修工事（その２）

実施
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8770
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G1

G23

A1橋台 A2橋台

P1橋脚(A1橋台側) P1橋脚(A2橋台側)

下部工補修図 S=1:50(S=1:100)
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28断面修復工(鉄筋防食含む）
400×400 ひびわれ補修工

w0.2×1200
29

土砂･植生撤去27

ひびわれ補修工
w0.2×700,n=2

20

断面修復工(鉄筋防食含まない)
100×100

19

6
6
4
0

経過観察
w0.1×1500

13

経過観察
w0.1×1200

11

ひびわれ補修工
w0.3×1600

12

ひびわれ補修工
w0.2×900

18
ひびわれ補修工
w0.2×2400

15

ひびわれ補修工
w0.2×400

16

ひびわれ補修工
w0.2×1200

23

6
0
3
0

5
6
6
0

1
0
4
0

コンクリート復旧工
400×400×150

2

400×1100×100

400×1100×100
土砂･植生撤去 26

25
100×100×100

下部工補修工法一覧表 

2 A1橋台パラペット コンクリート復旧工 400 400 150 1

5 P1橋脚パラペット 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない) 300 200 30 1

12 P1橋脚たて壁 ひびわれ補修工 0.30 1600 100 1

15 P1橋脚たて壁 ひびわれ補修工 0.20 2400 100 1

16 P1橋脚たて壁 ひびわれ補修工 0.20 400 100 1

18 P1橋脚たて壁 ひびわれ補修工 0.20 900 100 1

19 P1橋脚たて壁 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない) 100 100 30 1

20 P1橋脚たて壁 ひびわれ補修工 0.20 700 100 2

23 P1橋脚たて壁 ひびわれ補修工 0.20 1200 100 1

25 A2橋台パラペット 100 100 100 1

26 A2橋台橋座面 土砂･植生撤去 400 1100 1

27 A2橋台橋座面 土砂･植生撤去 400 1100 1

28 A2橋台たて壁 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む） 400 400 50 1

29 ひびわれ補修工 0.20 1200 100 1

損傷位置 補修工法 幅B(mm) 長さL(mm) 深さt(mm) 箇所数

100

100

表示

断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む)

断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない)

補修の種類

凡  例

ひびわれ補修工

8770

断面修復工(鉄筋防食含まない)

注記）・施工に当たっては、施工箇所、施工範囲、施工深さを

　　　　再度現地計測の上決定のこと。

　　　・図面に表されていない損傷を確認した場合は、補修対象と

　　　　するか監督員と協議すること。

　　　

断面修復工(鉄筋防食含まない)

断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない)

図　示
( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 5

下部工補修図

伊豆市冷川 地内

A2橋台たて壁

令和４年度

伊豆スカイライン

橋梁補修工事（その２）

実施



4
00

400 451

1
5
0

コンクリート復旧工

A1橋台パラペット

446

451

0.446×0.15

1/2×0.451×0.40×0.1524-12-25Nコンクリート

型　　枠 小型構造物 2m 0.067

1箇所当り

単位算　　　　式 数　量

数量表

仕　様名　称

1/2×0.451×0.40×0.15ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し 無筋構造物 3m 0.014

3m 0.014

S=1:20(S=1:40)

2

下地処理

表面含浸材

既設コンクリート

表面保護工（表面含浸工法）

施工フロー

下地処理

表面含浸材塗布

養　生(Sクリートガードまたは

 注)・本橋上部工A1-P1はシラン系含浸材を用い、P1-A2はケイ酸塩系含浸材を用いるものとする。

　　＜A1-P1＞

　　・シラン系表面含浸材は、以下の条件を満足する材料が選定すること。

　　　　①コンクリート表面に撥水層形成が期待できること。

　　・材料の候補として、「Sクリートガード」が挙げられる。

　　＜P1-A2＞

　　・ケイ酸塩系表面含浸材は、以下の条件を満足する材料が選定すること。

　　　　①劣化因子の浸透深さ5 mm程度までのコンクリートの再アルカリ化、またはコンクリート

　　　　　内部鉄筋の保護層形成が期待できること。

　　　　②今後の劣化因子の浸透抑制が期待できること。

　　・材料の候補として、「Sクリートアップ」が挙げられる。

断
面

修
復

深
さ

 

t
B

L

L

断面修復寸法  B × L × t

表面清掃の上、プライマー塗布

モルタル充填

断面修復工施工範囲

断面修復工詳細図

カッター工

カッター工

施工フロー

はつり工(ｶｯﾀｰ)

素地調整(清掃)

下地処理工(接着剤塗布)

充填材を充填

養　生

ポリマーセメント系

10mm

10mm

・留意点

１）一箇所当たりの施工面積が小さいため、左官工法を基本とする。

２）コンクリート剥離部を対象とする。

３）断面修復範囲はカッターを入れフェザーエッジ（羽根の先の様に端部が徐々に薄くなる状況）

　　とならないような処理をすること。

４）ポリマーセメントの圧縮強度は既設コンクリートと同等以上であること。

５）本詳細図はコンクリート剥離部における標準的な考え方を示したものである。

　　工事に際しては、現地の剥離形状に合わせて、適宜調整を行うこと。

断
面

修
復

深
さ
 
t

B

L

L

断面修復寸法  B × L × t

表面清掃の上、プライマー塗布

断面修復工詳細図

鉄筋防錆材塗布

カッター工

カッター工

は
つ

り
深

さ

施工フロー

はつり工(ｶｯﾀｰ)

素地調整(清掃)

鉄筋ケレン・防錆処理

下地処理工(接着剤塗布)

充填材を充填

養　生

モルタル充填
ポリマーセメント系

断面修復工施工範囲

（左官工法）（鉄筋ケレン・防錆処理を含む）

10mm

10mm

・留意点

１）一箇所当たりの施工面積が小さいため、左官工法を基本とする。

２）鉄筋露出部、明確なうき部を対象とする。

３）鉄筋の裏側20mm程度まで、はつること。

４）断面修復範囲はカッターを入れフェザーエッジ（羽根の先の様に端部が徐々に薄くなる状況）

　　とならないような処理をすること。

５）ポリマーセメントの圧縮強度は既設コンクリートと同等以上であること。

６）本詳細図は鉄筋露出部、明確なうき部における標準的な考え方を示したものである。

　　工事に際しては、現地の剥離形状に合わせて、適宜調整を行うこと。

（左官工法）（鉄筋ケレン・防錆処理を含まない）

エポキシ樹脂シール材

取り付けパイプ

（低圧注入工法）

ひび割れ補修工詳細図
施工フロー

素地調整(清掃)

ひび割れ部のシール

注入口の位置決め

注入材の注入

養　生

ひび割れ内樹脂注入

低圧注入器具

(ctc200～300mm程度)

ひびわれ エポキシ樹脂系シール材

幅30mm、厚2mm

低圧注入器具(ctc200～300mm程度)

※BLインジェクター同等品以上

・留意点

１）補修は、幅0.2 mm以上のひびわれを補修対象とする。

２）注入工法では、注入口より上に排出口を設置すること。

３）排出口から注入材が排出されたことを確認し、ひび割れ部に注入材が充填されてから注入作業を完了すること。

上下部工補修詳細図

水切り設置工

50

接着剤塗布

地覆上面

ゴム製または樹脂製

施工フロー

素地調整（清掃）

接着剤塗布

水切り貼付け

養生

注）・水切りの材料は、ゴム製または樹脂製など柔軟性のある素材とすること。

 Sクリートアップ相当)

図　示
( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 6

上下部工補修詳細図

伊豆市冷川 地内

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）

実施
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740
RC突起

660
RC突起

5
4
0

5
7
0

4940

8020

7300
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工
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2
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0

1475

(
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)
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A
1
-P
1断

面
図

G1-G5主桁側面図

G1

G5

G2

G3

G4

G1

G2
3

P
1
-A
2断

面
図

G1(G23)主桁側面図

中間横桁 端横桁

23791

23791S1

S2

A1

C1
C2 C3

P1

A2

床版下面平面図

下流側

上流側

948

表面保護工詳細図 S=1:60(S=1:120)

（表面含浸工法）

表示

表面保護工

補修の種類

凡  例 図　示
( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 7

表面保護工詳細図

伊豆市冷川 地内

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）

実施



至 天城高原至 熱海峠

桁長 24000

桁長 7300

A1

P1

A2

450

8100

440

400

7370

400

橋面工補修図 S=1:50(S=1:100)

橋　面

23890 7300

24170 7310

4
00

断面修復工(鉄筋防食含む)
100×600

2
300×300

3

下流側地覆・防護柵

平　面　図

上流側地覆・防護柵

400

断面修復工(鉄筋防食含む)
100×200

4

n=3
断面修復工(鉄筋防食含む)
100×100

5
断面修復工(鉄筋防食含む)
100×100,n=3

6 断面修復工(鉄筋防食含む)
100×200

7

12

13

14

舗装打替え工 a1=167.38m2

舗装打替え工 a2=47.32m2

伸縮装置
取替え工

伸縮装置
取替え工

伸縮装置
取替え工

断面修復工(鉄筋防食まない)

区画線 白 実線 W=15cm 23.43m

区画線 白 実線 W=15cm 
6.64m

区画線 黄 実線 W=15cm 23.29m

区画線 黄 実線 W=15cm 
6.63m

区画線 白 実線 W=15cm 23.24m

区画線 白 実線 W=15cm 
6.63m

表示

断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む)

断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない)

補修の種類

凡  例

伸縮装置取替え工

舗装打替え工

区画線工

橋面工補修工法一覧表 (車両用防護柵・地覆)(A1～A2)

2 下流側地覆上面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 600 50 1

3 下流側地覆上面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含まない) 300 300 30 1

4 上流側地覆上面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 200 50 3

5 上流側地覆上面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 100 50 1

6 上流側地覆上面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 100 50 3

7 上流側地覆上面 断面修復工(左官工法・鉄筋防錆含む) 100 200 50 1

12 A1伸縮装置 伸縮装置取替え工 - - - 1

13 P1伸縮装置 伸縮装置取替え工 - - - 1

14 A2伸縮装置 伸縮装置取替え工 - - - 1

損傷位置 補修工法 幅B(mm) 長さL(mm) 深さt(mm) 箇所数

水切り設置工

L=0.7 m

水切り設置工

L=0.7 m

水切り設置工

舗装版切断工

L=6.63 m舗装版切断工

L=23.29 m

図　示
( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 8

橋面工補修図

伊豆市冷川 地内

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）

実施



橋面防水工詳細図

スラブドレ-ン

削孔位置図 S = 1:30 (S=1:60) 

注記）1.アスファルト舗装舗設後、区画線を現況復旧すること。

区画線の位置は発注者と協議すること。

2. 既設鉄筋は鉄筋探査し、削孔時に既設鉄筋を傷つけないよう注意すること。

3. スラブドレーンは、再度、縦横断勾配を計測し勾配の低い側に設置すること。

4. アスファルト舗装の復旧舗設厚は、切削後、再検討すること。

　 (舗設厚は、基本的に現況復旧とする。)

中間部支点上
7900

400 7100 400

7900

400 7100 400

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G23

4.23% 4.23%

平面図（橋面）
至 天城高原至 熱海峠

橋長 31420
40

桁長 24000

桁長 7300
5050

A1 P1 A2

22988

106410000100001924

スラブドレーンスラブドレーンスラブドレーン 縦断排水管

L=23.0 m

塗膜系防水層1　A=167.38 m2
塗膜系防水層2　A=47.32 m2

7
0 7
0

舗装切削工　t=70 mm

アスファルト舗装工　t=70 mm

塗膜系防水層

舗装切削工　t=70 mm

アスファルト舗装工　t=70 mm

塗膜系防水層

7
0 7
0

上　流下　流

A1橋台～P1橋脚断面図 S = 1 : 50 (S=1:100) 

上　流下　流

P1橋脚～A2橋台断面図 S = 1 : 50 (S=1:100) 

塗膜系防水層1　A=167.38 m2

塗膜系防水層2　A= 47.32 m2

          計　 A=214.7m2

成形目地材5 mm厚　B=30 mm

（セロシールSS同等品以上）

縦断排水管φ18

端部目地処理　B=150 mm

（シルバーメッシュ同等品以上）

塗膜系防水層

アスファルト舗装

90

3
0

3
0

90

3
0

90

3
0

90

塗膜系防水層

アスファルト舗装

成形目地材5 mm厚　B=30 mm

（セロシールSS同等品以上）

端部目地処理　B=150 mm

（シルバーメッシュ同等品以上）

成形目地材5 mm厚　B=30 mm

（セロシールSS同等品以上）

端部目地処理　B=150 mm

（シルバーメッシュ同等品以上）

塗膜系防水層
アスファルト舗装

塗膜系防水層

アスファルト舗装

成形目地材5 mm厚　B=30 mm

（セロシールSS同等品以上）

端部目地処理　B=150 mm

（シルバーメッシュ同等品以上）

A1橋台～P1橋脚断面図

下流側 上流側

P1橋脚～A2橋台断面図

下流側 上流側

成形目地材・端部目地処理

L=28.2 m
成形目地材・端部目地処理

L=62.3 m

4
0

4
0

4
0

4
0

7
0

2
2
7

スラブドレーン

フレキシブルチューブ

φ25、L=1.5 m

"a"

"a"部詳細図防水工詳細図

2
2
7

7
0～

1
0

5
0

2
0

1
7
7

φ42.7

φ50コア抜き

φ100コア抜き

アスファルト舗装

床版コンクリート 図　示
( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 9

橋面防水工詳細図

伊豆市冷川 地内

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）

実施



伸縮装置取替え工詳細図（参考図）

地覆部詳細図 S=1:10

A1:下流側=455,上流側=435

P1:下流側=410,上流側=410

A2:下流側=403,上流側=405

2
0

5
0

バックアップ材

シール材

KC-A型伸縮装置

断面図 S=1:50

平面図 S=1:150

至 熱海峠 至 天城高原

31420

4024000
7500

5050

取付断面図 S=1:5

(A2)

9
0

1800

PL-9

2020 55
95

1
1
0

鉄筋 S1 D16

400(床版側) 300(橋台側)

後打ちコンクリート 

9
5

2
0

5
5

2
0

1800

59

1008@200=1600100

16040 160 407@200=1400
KC-A20-WG

12

85°

取付断面図 S=1:5

(P1)

製品図 S=1:15

(P1)KC-A20-WG

9
0

1800

PL-9

2020 55
95

1
1
0

鉄筋 S1 D16

330.5 330.5

後打ちコンクリート 

9
5

2
0

5
5

2
0

1800

59

1008@200=1600100

16040 160 407@200=1400
KC-A20-WG

12

取付断面図 S=1:5

(A1)

製品図 S=1:15

(A1)KC-A20-WG

9
0

1800

PL-9

2020 55

95

1
1
0

鉄筋 S1 D16

400(橋台側) 306(床版側)

後打ちコンクリート 

9
5

2
0

5
5

2
0

1800

59

1008@200=1600100

16040 160 407@200=1400
KC-A20-WG

12

65°
80°

2
5
0

25
0

25
0

D16(@200)

差し筋アンカー

D16(@200)

差し筋アンカー

D16(@200)

差し筋アンカー

44

750

39

※　取付断面図寸法は床版端部直角方向を示す。

700

※　取付断面図寸法は床版端部直角方向を示す。

50

750品　　名 仕 様 ・ 規 格 単位 備　考

後打ちコンクリート ｍ3　　=24.0N/mm 2
3ｈσ

合計

1

数 量 表

本差し筋アンカー D16 異形鉄筋付

シール材

シールプライマー 缶 最小ロット

ロス20%計上

伸縮装置　KC-A20-WG同等品以上 ｍ鋼製荷重支持型

A1

鉄筋 S1 kgD16 SD345

A2

バックアップ材

51

8.100

164

0.629

1.08

-

1.96

46

7.370

148

0.567

1.14

-

2.02

143

22.870

460

1.734

3.12

5.58

※　図面寸法は、標準温度時の値とする。

※　伸縮装置の延長等については施工前に確認すること。

両側誘導板付き(角度付き)

軟質ウレタンフォーム

P1

46

7.400

148

0.538

0.90

-

1.60

A1

F

P1

M F A2

F

KC-A20-WG
KC-A20-WG

KC-A20-WG

455

8100

435

410
7400

410

403
7370

405

A1=455

P1=410

A2=403

A1=8100

P1=7400

A2=7370

A1=435

P1=410

A2=405

伸縮装置補修箇所シール処理

シール処理

※　取付断面図寸法は床版端部直角方向を示す。

止水接続シート

挟み込む挟み込む

M12x120

M12x50 止水接続シート

接続部止水接続シート詳細図

平面図 S=1:10 断面図 S=1:5

※ プライマーを塗布し、指触乾燥後挟み込むこと。

(KC-A-WG)

φ14孔

PL-9

62
°
40
'0
"

78
°
0'
0"

82
°
38
'0
"

製品図 S=1:15

(A2)KC-A20-WG

7
0

(上流側)(下流側)

7
0 7
0

図　示
( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 10

伸縮装置取替え工詳細図（参考図）

伊豆市冷川 地内

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）
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A1

P1

G1
G1

2
0
4

1
4
3
0

2
0
5

1
4
7
0

1328
631

排水装置補修詳細図（1）（参考図） S=1:20(S=1:40)

1
0
0

1
0
0

φ252

A1橋台付近

平 面 図

断 面 図

平 面 図

631

1328

P1橋脚付近

平 面 図

断 面 図

平 面 図

φ252

既設排水桝 既設排水桝

あと施工アンカー

N=4

あと施工アンカー

N=4

あと施工アンカー

N=4

既設排水管

突出部撤去
既設排水管

突出部撤去

図　示
( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 11

排水装置補修詳細図（1）（参考図）

伊豆市冷川 地内

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）

実施



S=1:5（S=1:10）

天板プレート一体型排水装置 TS-PL_PIPE
P1(P2) 製作数=1(1)

NETIS No.CB-190003-Aに準ずる

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

    2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

    3.天板プレート一体型排水装置は、NETIS No.CB-190003-Aに準ずる。

　　4.SS400は全て溶融亜鉛メッキ

　　  (JIS H 8641 2種　HDZ55) 仕上げを行う。

　　  但し、ボルト類はHDZ35とする。

　　5.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し

　　  耐食性向上の措置を講じる。

　　6.現地調査にて寸法確定後製作する。　
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排水装置補修詳細図（2）（参考図）

図　示
( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 12

排水装置補修詳細図（2）（参考図）

伊豆市冷川 地内

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）
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仮設計画図（参考図） S=1:100(S=1:200)

側 面 図
至 天城高原至 熱海峠
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令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）
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PC桁補修用足場工
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A=196.8 m2（CAD計測）
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図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 13

仮設計画図（参考図）

伊豆市冷川 地内
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( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号   葉中  

木口橋　補修一般図

伊豆市　冷川 地内

断面修復工（左官工法）　

断面修復工（左官工法）
　

　伊東側　 　修善寺側　

断面修復工（左官工法）

(地覆)

(地覆)

(地覆)

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）

17 14

実施



13 860

木口橋　地覆補修図(修善寺側) H=1:20(H=1:40)

V=1:10(V=1:20)

平面図（地覆天端）

[ 1 - 1 ]
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 至 熱海峠  至 天城高原 

 至 熱海峠  至 天城高原 

損傷の種類 表 示 損傷の種類 表 示

ひびわれ

剥 離

鉄筋露出

遊離石灰

漏 水

その他

損傷の種類 表 示

うき

【　凡　　例　】

①　鋼材露出　700×400×80【断面修復工(左官工法)】

②　剥離　400×400×20【断面修復工(左官工法)】
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至

 
修

善
寺

 

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）

実施
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側面図（地覆正面）

図　示

( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 15

木口橋　地覆補修図(修善寺側)

伊豆市　冷川 地内
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断面修復寸法  B × L × t

表面清掃の上、プライマー塗布

断面修復工詳細図
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カッター工

カッター工
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施工フロー

はつり工(ｶｯﾀｰ)

素地調整(清掃)

鋼材防錆処理

下地処理工(接着剤塗布)

充填材を充填

養　生

モルタル充填

ポリマーセメント系

断面修復工施工範囲

（左官工法）

10mm

10mm

・留意点

１）一箇所当たりの施工面積が小さいため、左官工法を基本とする。

３）断面修復範囲はカッターを入れフェザーエッジ（羽根の先の様に端部が徐々に薄くなる状況）

　　とならないような処理をすること。

４）ポリマーセメントの圧縮強度は既設コンクリートと同等以上であること。

５）本詳細図は鉄筋露出部、明確なうき部における標準的な考え方を示したものである。

　　工事に際しては、現地の剥離形状に合わせて、適宜調整を行うこと。

２）コンクリートの脆弱部はすべてはつり取ること。



13 860

木口橋　地覆補修図(伊東側) H=1:20(H=1:40)

V=1:10(V=1:20)

平面図（地覆天端）

側面図（地覆正面）

 至 熱海峠  至 天城高原 

損傷の種類 表 示 損傷の種類 表 示

ひびわれ

剥 離

鉄筋露出

遊離石灰

漏 水

その他

損傷の種類 表 示

うき

【　凡　　例　】
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 至 亀石峠IC  至 天城高原IC 

①　剥離・鉄筋露出　100×150×20【経過観察】

②　添架物支持金具の腐食・欠損　5箇所【管理者に報告】

③　剥離　300×100×30【経過観察】

④　案内板　ボルト腐食【管理者に報告】

②【管理者に報告】 ②【管理者に報告】 ②【管理者に報告】 ②【管理者に報告】

⑤　添架物支持金具の腐食・欠損　1箇所【管理者に報告】

[ 2 - 2 ]
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( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 16

木口橋　地覆補修図(伊東側)

伊豆市　冷川 地内

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）
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( )内はA3縮小

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｒ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｒ

図面番号 17 葉中 17

木口橋　補修時交通規制図（参考図）

伊豆市　冷川 地内
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木口橋　補修時交通規制図（参考図）
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実施

令和４年度
伊豆スカイライン
橋梁補修工事（その２）


